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段
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義主向重ル』

申
世
末
期
か
ら
フ
ラ
Y

ス
草
命
陀
い
た
る
約
三
世
紀
白
期
間
は
、
謂
は
ゆ
る
ア
ン
シ
ア
ン
・
レ
ジ
ー
ム
の
時
代
と
し
て
一
括
ざ
れ
政王

て
ゐ
る
於
と
の
ア
V

U

ア
シ
・
レ
ジ
ー
ム
主
要
。
一
過
程
と
し
て
眺
め
る
と
ご
は
、
わ
れ
(
は
之
島
市
経
済
の
時
代
棚

か
ら
近
世
資
本
主
義
白
成
立
に
い
た
る
ま
で
の
過
程
で
あ
る
と
言
ひ
換
へ
る
己
と
が
出
来
る
。
今
も
し
都
市
経
済
時
代
と
近
世
資
本
一
丸

主
義
と
め
聞
を
つ
た
寸
時
期
を
重
商
主
義
の
支
配
し
た
時
代
、
あ
る
ひ
は
重
商
主
義
の
時
代
と
呼
ぶ
E
と
が
許
さ
れ
る
校
長
、

7

開

y
シ
ア
ン
・
レ
ジ
ー
ム
白
時
代
は
す
訟
は
ち
フ
ラ
ン
ス
重
商
主
義
白
時
代
忙
他
紅
白
左
い
と
と
よ

2
。
し
た
が
っ
て
7

ン
シ
ア

v
・
哨ギJ1

 

著良次孝口矢

l
l才
l
ゼ
と
セ

l
の
見
解
に
つ
い
て
|
|

• 

• 

河

野

健

序

レ
ジ
ー
ム
の
経
済
段
階
を
問
題
に
す
る
己
と
は
、
帥
ち
フ
ラ
シ
ス
重
商
主
義
の
段
階
規
定
を
行
は
う
と
す
る
と
と
に
他
在
ら
た
い
。

一
般
に
重
商
主
義
時
代
の
経
済
構
治
を
い
か
在
る
も
の
と
し
て
把
握
す
る
か
の
問
題
は
、
す
で
に
幾
党
ぴ
も
そ
の
解
明
が
企
て
ら

れ
た
の
み
な
ら
十
、
現
在
に
長
い
て
も
再
び
熱
心
に
問
は
れ
つ
ミ
あ
る
問
題
で
あ
る
が
、
元
来
、
買
商
主
義
は
ア
グ
ム
・
ス
ミ
ス
に

上
っ
て
始
め
て
そ
の
理
論
閥
系
と
し
て
白
存
在
が
確
認
さ
れ
、
脚
巳
て
リ
ス
T

、
シ
ユ
一
丸
ラ
1
等
の
ド
イ
ツ
歴
史
朗
字
減
に
属
す
る
人

々
に
よ
っ
て
重
商
主
義
の
経
済
段
階
へ
の
組
入
れ
作
業
が
行
は
れ
、
さ
ら
k

j
ン
パ
ル
ト
、
ヘ
ク
シ
ヤ
ー
な

E
に
よ
っ
て
そ
の
粧
済

構
造
の
一
層
の
明
確
化
が
試
み
ら
れ
来
っ
た
も
の
で
あ
ふ
o
ゾ
シ
バ
ル
ト
は
周
知
の
や
う
に
、
重
商
主
義
を
そ
の
常
初
の
形
恕
陀
ゐ

ア
ン
シ
ア
シ
・
レ
ジ
ー
ム
の
融
掛
段
階

事き
プ守

麟

第
五
十
七
答

主工

大

六
七

1) 



¥ 

ア
ン
シ
ア
γ

・
レ
ジ
ー
ム
甲
融
持
段
階

第
五
十
七
番

b-大凡

豆

大

第
六
椀

い
て
は
披
大
さ
れ
た
都
市
の
粧
桝
政
策
と
規
定
す
る
と
と
も
に
、
己
の
摘
大
さ
れ
た
都
巾
の
経
済
政
策
が
君
主
の
貨
幣
調
達
と
い
ふ

目
標
を
遁
求
ず
る
結
果
と
し
て
、
い
ま
や
向
上
し
ヴ

L
あ
る
資
本
主
義
と
白
共
同
事
業
に
到
建
す
る
と
考
へ
る
。
す
た
は
ち
都
市
経

済
の
横
大
さ
れ
た
も
の
と
し
て
成
立
し
た
重
商
主
義
は
、
そ
の
成
立
の
由
ち

ιは
向
上
白
誌
に
あ
る
近
世
資
本
主
義
と
結
び
つ
〈
と

考
入
る
と
と
に
よ
っ
て
、
重
商
主
義
と
近
世
資
本
主
義
と
の
聯
闘
を
強
調
し
、

か
く
し
て
重
商
主
義
す
た
は
ち
初
期
費
本
主
義
た

り
、
と
い
ふ
注
目
す
ベ
昔
規
定
が
生
士
れ
て
く
る
D
で
あ
る
。
重
商
主
義
を
初
期
資
本
主
義
と
規
定
す
る
E
白
ゾ
ン
バ
ル
ト
流
の
考

へ
方
は
、
多
く
の
人
々
忙
よ
っ
て
承
認
さ
れ
、
今
日
k
b
け
る
支
配
的
た
壊
説
た
る
の
地
位
E
占
め
て
ゐ
る
か
の
如
く
で
あ
る
。

本
稿
は
7

y
シ
7

y
・
レ
ジ
ー
ム
、
言
ひ
換
へ
れ
ば
フ
ラ
ジ
ス
重
商
主
義
白
時
代
を
割
象
と
し
つ
a
h

そ
の
経
済
段
階
を
問
題
止
す

る
も
の
で
あ
る
が
、
同
時
陀
E
れ
に
よ
っ
て
重
商
主
義
を
端
的
に
資
本
主
義
白
起
瓢
と
考
へ
る
見
解
が
、
果
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
腰
史

的
時
代
忙
到
し
で
も
受
営
す
る
も
白
で
あ
る
か

E
う
か
を
検
出
せ
ん
と
す
る
意
闘
を
も
併
せ
有
つ
も
の
で
あ
る
。
重
商
主
義
を
初
期

資
本
主
義
と
す
る
E

D
見
解
忙
随
ム
左
ら
ば
、
、
も
ろ
/
¥
白
重
商
主
義
的
諸
賓
践
は
正
し
〈
近
世
資
本
主
義
の
成
立
を
促
準
し
可
能

な
ら
し
め
る
た
め
の
も
白
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
-
も
の
で
は
た
い
と
い
ふ
事
K
在
る
で
あ
ら
う
が
、
も
し
と
の
見
解
が
正
営
で
あ
る

と
す
る
友
ら
ば
営
然
そ
れ
は
重
商
主
義
白
時
代
に
缶
い
で
近
世
資
本
主
義
を
成
立
せ
し
め
る
巴
至
る
諸
要
素
が
す
で
に
存
在
す
る
己

と
、
つ
ま
り
は
産
業
費
本
が
存
在
す
る
と
と
を
前
提
し
、
重
商
主
義
的
諸
寅
践
は
と
れ
ら
の
産
業
資
本
を
育
成
す
る
た
め
の
も
の
で

あ
っ
た
と
言
ふ
と
と
で
-
泣
け
れ
ば
-
怒
ら
な
い
。
と
す
る
友
ち
ぽ
己
白
時
代
児
島
け
る
産
業
資
本
が
い
か
友
る
形
態
の
・
も
の
で
あ
っ
た

か
N
L

問
は
れ
て
く
る
が
、
そ
れ
陀
劃
す
る
解
答
は
産
業
資
本
の
初
期
の
形
態
た
る
と
と
る
の
7

=

ュ
フ
ア
ク
チ
ュ
ア
或
は
そ
の
蹴
芽

形
態
で
あ
る
と
し
て
容
へ
ら
れ
る
の
が
通
話
で
あ
る
。
か
く
し
て
本
稿
に
お
け
る
問
題
は
古
川
の
や
う
に
置
き
換
へ
ら
れ
る
ρ

す
在
は

ち
フ
ラ
Y

ス
重
商
主
義
D
時
代
に
告
い
て
謂
は
ゆ
る
す
一
二
一
フ

7
ク
チ
品
ア
が

E
の
程
度
陀
一
存
在
し
、
そ
れ
が
い
か
在
る
役
割
を
も

ゾシバルト岡崎次郎理，近世喪本主義，第一巻，第三加"535頁。2) 



っ
て
ゐ
た
か
を
見
時
丸
め
る
と
ム
」
が
且
主
で
あ
る
。
己
白
た
め
に
、
わ
れ
/
L，
は
フ
ラ
ン
ス
経
済
史
墜
を
代
表
す
る
と
思
は
れ
る
こ
つ
の

見
解
を
皐
げ
て
、

E
れ
を
検
討
し
よ
う
と
忠
ム
。

ア
ン
ヲ
・
ォ

f
ぜ
の
見
解

さ
て
フ
ラ
ン
ス
重
商
主
義
左
近
世
資
本
主
義
の
起
貼
と
考
へ
る
見
解
、
あ
る
ひ
は
言
ひ
換
へ
れ
ば
フ
ラ
ン
ス
資
本
主
義
の
起
源
を

ア
ン
シ

T

Y
・
レ
ジ
ー
ム
に
求
め
る
見
解
は
、
フ
ラ

y
z
k
告
い
て
は
之
を
T
V
H
・
オ

1
.七

(
F
E
E
ω
5
2
)
に
求
め
る
と
と
が

出
来
る
と
思
は
れ
る
。
そ
と
で
わ
れ
/
¥
の
仕
事
は
ア
ジ
り
・
オ
1
ゼ
白
見
解
を
明
に
す
る
E
と
か
ら
始
め
ら
れ
る
。
オ
ー
ゼ
は
そ

の
論
文
集
「
資
本
主
義
白
端
一
初
」
〔
『
閉
骨
宮
g
E
官
官

Ersn)
中
D
論
文
「
フ
ラ
ン
ス
に
訟
行
る
近
世
資
本
主
義
の
起
恥
L

に
沿
い

て
己

D
問
題
を
扱
っ
て
ゐ
る
が
、
そ
と
に
お
い
て
彼
は
先
づ
歴
史
的
時
期
と
し
て
白
資
本
主
義
制
度
を
次
の
一
二
つ
の
特
質
に
沿
い
て

把
へ
る
。
す
た
は
ち
(
こ
、
持
働
刑
具
が
機
械
で
あ
る
と
と
、
(
二
)
、
資
本
白
集
中
が
行
ば
れ
る
こ
と
、
(
三
)
、
資
本
家
と
持
働
者

の
針
立
が
生
や
る
司
E
と
。
と
れ
に
よ
っ
て
見
れ
ば
、
ォ
ー
ゼ
が
ア
シ
シ
ア
ン
・
レ
ジ
ー
ム
に
岳
い
て
問
題
に
せ
ん
と
す
右
資
本
主
義

は
機
械
を
使
用
す
る
工
業
と
〈
に
機
械
制
工
場
工
業
で
あ
る
と
と
が
分
か
る
。
も
っ
と
も
彼
は
機
械
制
工
業
と
7

ニ
ュ
フ

7
ク
チ
ュ

?
と
の
一
院
別
を
認
め
て
ゐ
一
泣
い
で
は
た
い
炉
、
モ
白
所
論
の
杢
聞
に
沿
い
て
は
雨
者
を
同
一
一
蹴
す
る
見
解
の
上
に
立
っ
て
ゐ
る
と
見

ら
れ
る
。
さ
て
オ

l
ゼ
の
理
解
す
る
か
i
h

る
資
本
主
義
は
、
フ
ラ
ン
ス
経
済
史
k
h
い
て
如
何
忙
殻
現
し
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
か
。
ま

た
ア
シ
シ
ア
ン
・
レ
ジ
ー
ム
は
オ

1
ゼ
に
よ
れ
ば
如
何
た
る
経
済
段
階
に
属
す
る
と
見
ら
れ
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
か
。

(
一
)
機
械
、
告
よ
び
土
の
生
産
へ
の
適
用
を
可
能
左
ら
し
め
る
も
の
左
し
て
の
技
術
的
分
業
に
つ
い
て
見
る
に
、
十
三
世
紀
に

は
毛
織
物
業
に
沿
い
て
僅
か
忙
分
業
の
蘭
芽
が
見
ら
れ
る
以
外
に
は
殆
ん
ど
問
題
と
在
る
べ
き
も
の
を
認
め
得
た
い
が
、
十
五
世
相

ア
シ
シ
ア
シ
・
ぃ
ジ
1

ム
回
程
梼
段
階

第
五
十
七
巻

五
六

第

抗

六
ブL

Professeur-a ]a Sorbonne et au Conservatoire n手t~onal'des Arts .et Metiers. 
“L目。riginesdu capitalisrne mod~rne en Fran.ce '''~、_Les debuts du capitalism 
Chapitre Pre血 ler.
Ibid.J p. 3・
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3) 



第
五
十
七
巻

五
六
四

第
六
貌

七
O 

ア
ン
シ
ア
シ
・
レ
ジ
ー
ム

m
組
憐
段
階

に
入
る
と
と
も
に
機
械
制
rh
業
の
最
初
の
進
歩
が
現
は
れ
る
。
ず
な
は
ち
水
車
は
小
委
粉
や
協
の
製
透
か
ら
紙
D
生
産
と
か
鍛
冶
屋

の
徴
槌
を
動
か
す
た
め
と
か
陀
使
用
さ
れ
始
め
る
し
、
印
刷
そ
の
他
営
時
の
新
産
業
と
呼
ば
れ
る
殆
ん
ど
す
べ
て
の
工
業
に
沿
い
て

は
、
す
で
に
道
具
以

k
o
機
械
が
刑
ひ
ら
れ
る
。
宗
教
戦
争
後
は
さ
ら
に
機
械
主
義
D
進
歩
が
著
し
く
、
ラ
フ
マ
ス
は
十
七
世
和
初

頭
忙
沿
い
て
鍛
加
工
白
水
車
槌
や
糸
線
機
に
つ
い
て
語
る
。
吹
に
分
業
に
つ
い
て
言
ふ
な
ら
ば
、
地
理
上
の
割
問
見
に
よ
る
市
揚
の
披

大
は
、
大
量
生
産
し
た
が
っ
て
分
業
白
導
入
を
資
ら
し
、
そ
れ
を
完
成
せ
し
め
た
。
す
で
に
十
五
世
紀
の
半
ば
に
は
鏑
山
採
掘
業
に

と
れ
を
見
る
と
み
」
が
肉
来
る
が
、
降

ρ」
」
十
六
世
紀
に
は
リ
オ
ン
、
ツ
ー
ル
た

E
D
絹
織
業
に
長
い
て
織
工
・
染
工
・
綜
絃
工
・
赫

練
工
等
の
一
国
別
が
行
は
れ
て
ゐ
る
豆
と
を
知
る
と
と
が
出
来
る
。
吹
い
で
コ
ル
ベ
ー
ル
が
多
く
白
サ

z
a

フ
ア
ク
チ
ュ
ア
を
創
設
し

¥
 奨
励
し
た
と
と
は
飴
り
に
も
有
名
で
あ
る
が
、
と
れ
ら
の
7

-
二
フ
ア
ク
チ
ュ
ア
が
組
合
規
則
白
制
限
外
に
在
っ
て
白
山

ι機
械
上

の
護
明
を
採
用
し
た
と
と
は
言
ふ
ま
で
も
た
〈
、
大
工
業

(F自
骨

E
E
E
5
)
の
成
立
は
か
く
し
て
決
定
的
と
た
り
、
特
に
十
八
世

記
後
半
忙
は
生
産
用
具
白
完
全
な
更
新
が
行
は
れ
る
。
水
車
の
増
加
、
ビ
ユ
フ
ォ
ン
の
高
燐
建
設
、
ず
オ

1
カ
ン
ソ

V

に
よ
る
縦
織

-
縞
織
機
の
改
良
等
々
が
と
れ
で
あ
る
。

『

1
八
世
紀
末
白
フ
ラ
ン
ス
産
業
は
、
か
く
し
て
機
械
制
的
専
門
化
青
葉
で
あ
る
。
も
凡
w
h

T

-
一
品
フ

γ
ク
チ
ュ
ア
時
代
か
ら
決
定
的
に
機
械
制
工
業
時
代
へ
移
行
す
る
た
め

ιそ
れ
に
快
け
て
ゐ
る
も
の
と
し
て
は
、
も
は
や

皐
に
諜
汽
機
闘
に
闘
す
る
知
識
、
と
い
ふ
よ
り
は
平
ろ
そ
の
埴
用
の
み
で
あ
弘
』
勿
論
、
と
れ
に
よ
っ
て
こ
の
時
代
の
す
べ
て
の
産

業
が
機
械
化
し
た
と
言
ふ
と
止
は
出
来
宇
、
歴
史
の
常
と
し
て
そ
の
傍
陀
は
手
工
業
組
合
所
脇
の
少
工
業
が
依
然
と
し
て
残
存
し
た

と
と
は
言
ふ
ま
で
も
友
い
。

E
の
と
と
は
オ

1
ゼ
も
明
瞭
に
認
め
ち
ゐ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
ピ
以
上
に
よ
っ
て
オ

1
ゼ
が
賃
設
せ

ん
と
欲
し
た
黙
は
、

7

ン
シ
T

V
・
レ
ジ
ー
ム
の
時
代
に
沿
い
て
既
位
機
械
と
技
術
的
分
業
が
見
ら
れ
る
己
在
、
而
も
そ
れ
が
7
ン

シ
ア
ン
・
レ
ジ
/
I
ム
の
枠
内
に
沿
い
セ
成
長
し
且
つ
完
成
す
る
と
と
、
こ
れ
の
み
で
あ
る
。

lbid.; P・7
lbid.， p. II 
lbid.， p. 16 
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持
働
用
具
D
機
械
化
と
そ
れ
に
必
要
左
分
業
。
完
成
と
は
、
資
本
の
蓄
積
を
前
提
と
ず
る
己
と
た
く
し
て
は
不
可
能
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
吠
に
は
と
白
事
が
問
題
と
た
る
。
『
資
本
の
最
初
の
出
現
、
ず
な
は
ち
島
己
の
持
働
と
は
別
個
に
所
有
者
に
冒
と
っ

て
所
得
を
生
や
る
と
と
る
の
宮
の
最
初
の
出
現
は
、
分
業
の
最
初
白
出
現
に
先
行
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
後
績
し
た
の
で
は
た
加
。
』

一) 
十
字
軍
以
後
、
自
然
経
済
か
ら
貨
幣
経
済
へ
の
移
行
と
と
も
に
、
と
の

E
と
は
貨
幣
を
取
扱
ふ
一
聯
の
人
々
ー
1
l
L
Jグ
ヤ
人
、

ロ

v 

バ
ル
ヂ
ア
人
、
数
合
、
玉
様
、
潟
替
業
者
、
商
人
、
貴
族
等
1
I
D
謹
頭
を
質
ら
し
、
最
初
の
資
本
集
中
が
商
業
の
部
面
に
沿
い
て

現
は
れ
る
o

キ
リ
ス
ト
教
世
界
に
告
け
る
経
済
品
2

日
間
の
か

L
5割
産
化
は
、
数
合
法
理
論
の
上
に
沿
い
て
多
く
の
問
題
主
雪
起
し

た
が
、
更
に
進
ん
で
己
れ
ら
の
資
本
は
今
や
廃
業
に
利
用
さ
れ
始
め
る
。
草
命
は
先
づ
毛
織
物
業
に
奇
い

τ賓
現
さ
れ
、
そ
と
で
は

奮
来
の
手
工
業
者
と
挫
ん
で
、
自
ら
は
椛
布
や
仕
上
げ
に
従
事
せ
守
し
て
、
織
峨
入
、
仕
上
げ
峨
入
、
努
毛
峨
人
、
杭
き
職
人
、
毛

ノ、L
お
ち
峨
入
、
染
職
人
の
入
品
早
E
自
ら
の
費
用
で
使
役
す
る
と
己
る
の
己
日
宮
司
が
出
現
す
る
。

と
れ
ら
の
費
本
家
は
f
で
に
多
数
の

/ 
F 

持
働
者
自
上
に
勢
力
主
及
ぼ
し
、
例
へ
ば
一
四

O
三
年
シ
ヤ
ル
ト
ル
市
の
み
に
沿
い
て
、
毛
織
物
工
業
は
『
優
忙
一
寓
の
人
々
』
を

生
活
さ
せ
た
と
一
言
は
れ
て
ぬ
h
o

つ
ピ
い
て
、
十
五
世
紀
の
権
主
殻
見
・
由
同
大
た
市
場
訟
よ
び
新
生
産
中
心
地
白
形
成
、
英
大
た
貿

金
属
の
流
入
等
の
現
象
は
、

十
六
世
紀
に
入
っ
て
ル
ネ
ツ
サ
シ
ス
と
宗
教
改
革
と
閲
際
金
融
白
眼
し
い
裂
穫
と
を
喚
ぴ
起
し
た
。

り
オ
ン
は
商
品
長
よ
ぴ
貨
幣
の
間
際
的
な
大
取
引
市
揚
と
た
り
、
大
銀
行
J

援
は
そ
の
所
有
す
る
金
塊
の
重
さ
で
も
っ
て
ヨ

I
ロ
ツ
バ

の
政
治
に
回
世
カ
を
加
へ
始
め
る
。
金
融
の
跨
く
べ
雪
設
建
と
符
筒
を
合
し
て
詞
は
ゆ
る
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
産
業
が
山
川
現
し
稜
展
ず
る
同
町

が
、
色
れ
ら
の
産
業
が
新
し
い
生
産
用
具
と
英
大
一
夜
間
鴨
資
本
と
多
数
の
持
働
者
と
を
用
ひ
て
蓮
聾
さ
れ
た
乙
と
は
言
ふ
ま
で
も
な

J
J
h

d

d

 

諸
問
古
市
江
山
江

m

r

く
、
例
へ
ば
綿
織
業
は
十
六
世
紀
以
来
手
哲
の
毛
織
物
業
と
同
じ
〈
資
本
主
義
的
峨
業
〔
ヨ
m
P
R
E官
官
出
切
符
〕
と
成
る
忙
至
る
。

白
手
工
業
は
之
に
封
し
亡
獄
然
た
る
抵
抗
を
試
み
る
が
、
す
で
に
同
業
組
合
自
身
の
中
陀
和
い
で
分
解
の
傾
向
が
始
ま
り
J

宮
裕
た

ア
シ
シ
ア
シ
・
レ
ジ
ー

-am経
済
段
階

7) 
8) 

第
五
十
占
容

五
六

E

第
六
扱

七



ア
シ
シ
ア
ン
・
レ
ジ
ー
ム
の
間
前
段
階

第
五
十
七
巻

第
ノ、

挽

セ

宜
宍
六

メ
ム
バ
ー
は
組
合
の
支
配
植
を
業
握
し
、
貧
民
の
親
方
へ
白
塗
を
狭
限
泣
ら
し
め
、
宣
誓
組
合
に
拾
い
で
す
ら
十
六
世
紀
忙
は
寡
頭

支
配
の
費
本
主
義
的
託
制
度
と
な
る
に
至
る
の
で
る
か
。
資
本
の
集
中
は
特
に
大
産
業
に
沿
い
て
そ
白
後
白
一
一
世
紐
聞
を
遁
じ
で
も

問
巳
〈
進
行
す
る
が
ペ
ア
ン
リ
J

オ
E
ゼ
は
そ
の
-
例
と
し
て
一
七
三
洋
に
台
け
る
リ
オ

y
D
絹
織
業
親
方
。
分
類
を

-mし
で
ゐ

る
。
そ
れ
に
上
れ
ば
、
綿
織
業
に
従
事
す
る
親
方
は
突
の
一
一
一
種
類
に
分
れ
る
。

A 

親
方
集
商
人
(
B
2
5
T吉
田
岳

E
2
i自
ら
は
仕
事
揚
主
持
た
や
、
生
糸
や
金
箔
や
園
祭
を
親
方
粂
持
働
者
に
占
交
付
し
、
手
間

貨
を
支
排
ム
。
彼
等
白
教
は
約
二
百
人
で
持
働
市
坊
を
思
ム
優
に
支
配
す
る
。

調
立
白
親
方
苔
来
D
型
白
親
方
、
白
己
の
計
算
で
持
働
し
、
商
人
と
勢
働
者
と
を
一
身
に
粂
ね
て
生
来
を
貿
仏
、
そ
れ
に

E 
加
工
し
、
絹
布
と
し
て
版
由
民
ず
る
J

彼
等
の
数
は
不
定
で
あ
り
、
僅
か
む
打
撃
を
受
け
れ
ば
賃
業
者
に
鞠
落
す
る
。

親
方
集
第
働
者

(
S
E
E
-
E
5
2
)
l三
千
乃
至
阿
千
人
に
拍
車
し
、
資
本
の
集
中
が
顕
著
で
あ
る
た
め
に
、
時
と
し
て
一
人
の

親
方
集
商
人
白
下
に
、
職
人
は
別
と
し
て
、
百
人
に
も
及
ぷ
掛
方
乗
持
働
清
が
従
属
す
る
己
と
が
あ
る
。
彼
等
は
親
方
集
商
人
か
ら

C 
原
料
の
供
給
を
受
け
、
持
働
力
の
み
も
ピ
提
供
す
る
。

E
の
や
ろ
佐
資
本
集
中
の
傾
向
は
、
コ
ル
ベ
ー
ル
の
劃
策
に
も
拘
ら
十
そ
白
後
も
一
一
盾
進
行
し
、
産
業
指
揮
者
。
至
上
植
は
従
来

戸
陀
も
増
し
て
確
岡
た
る
も
の
と
左
り
、

E
れ
に
伴
っ
て
小
工
業
は
失
策
に
消
滅
す
る
が
、
集
中
的
大
工
業
白
み
は
常
忙
発
展
し
つ

r

け
て
農
村
人
口
を
都
市
陀
吸
牧
し
、
持
働
者
の
大
群
を
作
り
出
す
の
で
あ
る
o

'

勾
n

出
悼

会
一
一
)
宣
誓
組
合
あ
る
ひ
は
一
般
に
組
合
制
度
が
支
配
し
た
時
代

E
い
て
は
、
資
本
と
弊
働
と
の
針
立
し
た
が
っ
て
持
働
者
の

h
u
u

圃
結
も
ま
た
現
は
れ
左
い
こ
と
は
言
ふ
ま
で
も
左
い
。
し
か
し
史
料
は
ず
で
に
そ
れ
が
十
三
世
紀
に
護
生
し
た
と
と
を
教
へ
で
ゐ
品
出
品

一
二
八
五
年
忙
訟
け
る
ル
ア
V

の
織
物
職
人
と
織
物
商
商
と
の
紛
争
が
そ
白
一
例
で
あ
る
。
資
本
と
弊
働
と
の
分
離
は
、
そ
の

る。

9) 
10) 
口)



後
十
四
世
杷
か
ら
十
六
世
紐
忙
か
け
て
進
行
す
る
が
、
そ
れ
は
特
に
親
方
模
利
金
百
引
上
げ
と
傑
作
制
度
の
複
雑
化
と
に
よ
っ
て
、

持
働
者
を
手
工
業
組
合
白
内
部
か
ら
吠
第
に
排
除
す
る
と
と
に
よ
っ
て
逐
行
守
れ
る
。
乙
の
傾
向
は
一
五
八
一
年
に
至
っ
て
頂
期
に

達
す
る
と
見
ら
れ
る
が
、
と
と
に
峨
業
統
制
を
快
い
て
ゐ
た
自
由
伝
子
工
業
と
か
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
産
業
に
沿
い
て
は
、
そ
の
進
行
は

一
居
顕
著
で
あ
っ
た
と
言
は
ね
ば
怒
ら
左
い
。
事
質
、
十
六
世
相
に
沿
い
て
は
賃
銀
引
上
げ
を

H
的
と
し
た
持
働
者
の
圏
結
あ
あ
ひ

は
叛
抗
が
到
る
と
と
る
に
現
は
れ
る
し
‘
ヨ
ル
ベ
ー
ル

q時
代
長
よ
ぴ
十
八
世
紀
に
入
っ
て
協
業
が
一
唐
頻
繁
れ
と
た
り
且
つ
激
烈
と

た
る
こ
止
は
既
に
周
知
の
事
柄
に
属
す
る
。
己
れ
と
と
も
忙
持
働
者
の
圏
結
に
封
抗
し
て
、
履
傭
主
側
も
ま
た
閉
盟
を
結
成
す
る
に

至
る
と
い
ふ
特
徴
的
危
害
貨
は
、

7

y
シ
ア
ン
・
レ
ジ
ー
ム
の
時
代
に
沿
け
る
資
本
と
持
働
と
の
劉
立
を
物
語
る
以
外
の
何
物
で
も

た
い
。
例
へ
ぽ
一
七
七
五
年
、

H
オ
ン
の
親
方
乗
商
人
は
、
持
働
者
の
賃
銀
E
引
下
げ
る
た
め
に
同
盟
E
結
成
し
、

国

む
者
は
叛
謹
者
と
見
た
さ
れ
、
産
業
か
ら
の
立
退
き
を
強
制
さ
れ
た
と
と
は
之
を
一
不
宇
も
の
で
あ
る
。

そ
の
加
入
を
担

7
ン
リ
・
オ

1
ぜ
は
以
上
の
ご
と
〈
、
機
械
の
採
用
、
資
本
の
集
中
、
資
本
と
第
働
の
封
立
、
の
三
黙
か
ら
フ
ラ
シ
ス
経
済
史
を

検
討
し
終
つ
て
の
ち
、
衣
の
や
う
な
結
論
聖
典
へ
る
。
『
十
八
世
紀
末
白
個
人
主
義
革
命
(
一
七
八
丸
年
を
指
す
|
引
用
者
)
長
上
ぴ
農
業

3
 

草
命
は
、
資
本
主
義
制
限
冶
制
覇
を
漣
め
る
こ
と
は
出
来
た
と
し
て
也
、
そ
れ
を
創
り
出
し
た
も
の
で
は
あ
り
得
-
泣
い
。
』
資
本
主

義
は
上
忙
皐
げ
枕
三
つ
D
特
質
を
も
つ
も
の
と
し
て
既
に
そ
れ
以
前
よ
り
存
在
し
て
ゐ
た
か
ら
で
あ
る
。
資
本
主
義
の
起
源
は
平
く

も
十
三
世
記
に
之
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
ば
か
り
で
左
〈
、
十
六
世
紀
に
入
る
と
と
も
に
買
に
資
本
主
義
の
時
代
が
開
始
し
た
も

一
回
と
見
ら
れ
な
け
れ
ば
た
ち
た
い
。
ア
ン
シ
ア
シ
・
レ
ジ
ー
ム
と
近
代
と
は
、
ひ
と
が
並
日
遁
に
考
へ
る
や
う
に
、
革
命
に
よ
っ
て
切

断
さ
れ
る
も
白
で
は
た
〈
し
て
、
密
接
に
っ
た
が
っ
て
ゐ
る
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

五
五
七
年
「
五
九
年
に
始
ま
る

2
0
5百
円
己
H
P
S
お
の
最
後
白
一
幕
』
で
あ
り
、
車
に
そ
れ
を
完
成
し
た
に
過
ぎ
た
い
か
ら
で
あ
る
。

『
一
七
八
九
年
の
草
命
は

ア
ン
シ
ア
ン
・
レ
ジ
I

A
由
艇
梼
段
階

第
王
十
七
巻

五
ハ
七

第
六
蹴

b 

lbid.， P・41. 13) lbid.， p. 42 
H. Hauser; The Characteristic I4'eatures of French Economic H路toryfrom 
the Middle or the. Sixteenth to the Middle of the Eighteenth Century. (The 
Economic History Revien. Oct. I9.33・p.2';2・)

12) 
14) 



ア
ン
シ
ア
シ
・
レ
ジ
ー
ム
の
鱈
済
段
階

第
五
十
七
巻

主
六
凡

第
ノセ
量君

b 
四

以
上
に
よ
っ
て
7

y
リ
・
ォ

l
ぜ
が
ア
ン
シ
ア
ン
・
レ
ジ
ー
ム
を
如
何
に
理
解
し
た
か
E
明
か
と
在
っ
た
。
彼
に
よ
れ
ば
そ
れ
は

資
本
主
義
の
一
時
期
に
他
た
ら
泣
い
。
し
た
が
っ
て
ま
た
彼
の
理
解
す
る
霊
商
宅
義
は
、
フ
ラ
ン
ス
資
本
主
義
を
育
成
し
褒
展
せ
し

め
る
た
め
D
政
策
告
よ
ぴ
町
論
以
外
の
も
の
で
は
在
り
得
た
か
っ
た
。
己
の
意
味
か
ら
し
で
、
彼
の
見
解
を
重
商
主
義
を
初
期
資
本

主
義
と
考
へ
る
見
解
に
局
せ
し
め
る
己
と
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。

ア

y
p
・
セ
!
の
見
解

ア
ン
リ
・
ォ

1
ゼ
は
以
上
の
や
う
に
、
フ
ヲ
シ
ス
資
本
主
義
が
す
で
に
一
七
八
九
年
以
前
か
ら
存
在
す
る
と
と
を
明
か
に
し
た
の

で
あ
る
が
、
と
の
見
解
は
皐
に
観
め
て
興
味
あ
る
ば
か
り
で
た
く
、
従
来
の
通
設
を
覆
し
た
賄
に
訟
い
て
草
命
的
た
見
解
と
も
ご
目
へ

る
白
で
左
か
ら
う
か
と
川
山
は
れ
石
。
と
同
時
に
オ

1
ゼ
白
見
解
が
ア

y
シ
ア
ン
・
レ
ジ

i
ム
の
解
明
に
闘
し
て
多
く
の
問
題
を
提
供

し
た
の
み
な

ι宇
、
経
済
史
庫
一
・
界
?
げ
同
意
を
喚
起
す
る
に
貢
献
し
た
己
と
は
.
例
へ
ば
ア
ン

H
・
セ
ー
も
之
を
認
め
て
ゐ
る
と
こ
与

で
あ
私
。
し
か
ら
ば
オ
1
ゼ
白
と
り
研
究
成
果
は
、

7
ン
シ
ア
ン
・
レ
ジ
ー
ム
の
経
済
段
階
に
闘
ず
る
限
り
、
具
論
の
徐
地
を
浅
さ

た
い
も
の
で
あ
ら
う
か
。
ア
Y

シ
ア
ン
・
レ
ジ
ー
ム
の
経
済
段
階
宜
、
現
代
的
意
義
に
ゐ
け
る
資
本
主
義
の
時
代
あ
る
ひ
は
そ
の

第
一
段
階
と
し
て
理
解
す
る
こ
・
と
が
、
果
し
て
正
し
い
お
へ
方
で
あ
ら
う
か
。
結
論
を
い
そ
ぐ
必
要
は
た
・
ぃ
。
わ
れ
/
¥
は
綴
い
て

締
桝
史
曲
学
界

D
E
匠
T

V
リ
・
セ

1
の
見
解
を
問
題
に
す
る
で
あ
ら
う
。
セ
ー
の
見
解
は
「
近
世
資
本
主
義
の
起
熱
」
(
一
九
一
三
日
年
)

長
上
ぴ
「
7
ン
シ
ア
ン
・
レ
ジ
ー
ム
下
の
フ
ラ
ン
ス
商
工
業
の
護
展
」
(
一
九
二
死
年
)
に
明
か
で
あ
る
が
、
わ
れ
/
¥
は
主
と
し
て

。

以
上
の
二
著
を
論
様
、
と
し
h
J
L

、
な
ほ
「
フ
ラ
ン
ス
経
済
史
(
中
世
お
よ
び
ア
シ
シ
ア
ン
・
レ
ジ
I

・
こ
」
(
一
九
三
九
年
)
を
も
参
照
す
る
己

と
a
h

ず
る
。

15) lbid.， p. 264_なほ拙稿 L=ル4戸川〆以前白ヨルペルテイスム1経済論叢，
56春.4腕，参I開。
llenri See; L'evolution Commerciale et industrieIre de la France sous l'An-
cien Regime. 1925. P・49



費
本
主
義
の
起
源
が
問
題
と
な
る
た
め
に
は
、

議

そ
の
前
に
士
づ
オ
1
ゼ
陀
話
け
る
如
ハ
¥
資
本
主
義
一
般
に
封
ず
る
基
本
的
た
規

定
が
奥
へ
ち
れ
在
け
れ
ば
友
ら
た
い
。

己
の
賄
に
閲
す
る
セ

1
の
見
解
は
ど
う
で
あ
ら
う
か
。

「
近
附
資
本
主
義
の
起
源
」
の
序
文

k
沿
い
て
、
セ
ー
は
先
づ
資
本
主
義
を
動
産
自
護
建
と
同
一
蹴
し
て
考
へ
る
プ
ム
ヤ
ン
グ
ノ
流
の
見
解
|
|
そ
れ
に
よ
れ
ば
資
本
主
義

は
古
代

ιも
存
者
す
る
1
|
|
忙
関
し
て
次
の
ご
と
く
述
べ
る
。
『
た
と
ひ
資
本
主
義
が
(
古
代
に
)
存
在
す
る
と
し
て
も
、
そ
の
揚
合

に
問
題
と
た
る
白
は
純
然
た
る
商
業
的
あ
る
ひ
は
金
融
的
資
本
主
義
で
あ
る
の
古
代
位
聞
外
に
島
い
て
、
資
本
主
義
は
決
し
て
工
業
に

誼
』
刑
さ
れ
る
と
と
民
た
か
っ
た
』
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
今
日
わ
れ
/
¥
が
経
験
し
て
ゐ
る
資
本
主
義
社
合
陀
つ
い
て
、
そ
の
根

本
的
友
特
徴
は
何
で
あ
る
か
と
問
ム
た
ら
ば
、
そ
れ
は
『
関
際
的
大
貿
易
の
仲
長
。
み
で
友
く
、
同
時
に
ま
た
夫
工
業
の
成
熟
と
機

械
主
義
の
勝
利
と
一
歩
一
歩
顕
著
と
在
る
大
金
融
勢
力
の
優
越
と
』
が
己
れ
で
あ
り
、
『
一
言
に
し
て
い
へ
ば
、
ビ
れ
ら
す
べ
て
の

現
象
の
結
合
が
、
買
に
近
附
資
本
主
義
を
形
治
る
と
己
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
』
た
る
ほ

Z
十
字
軍
以
後
、
東
洋
と
の
貿
易
が
資
展
し
、

し
た
が
っ
て
資
本
の
蓄
積
が
大
い
に
進
行
し
た
と
と
は
事
寅
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
・
『
し
か
し
な
が
ら
、
言
葉
の
近
防
的
意
味
に
告
け

る
資
本
主
義
に
つ
い
て
誇
る
己
と
は
、
如
何
に
し
て
も
出
来
な
い
。
』

し
た
が
っ
て
近
世
資
本
主
義
の
却
源
を
古
代
あ
る
日
は
中
世

に
求
め
る
己
主
は
謬
り
で
あ
る
け
も
し
近
世
資
本
主
義
の
遠
い
起
源
左
中
世
K
求
め
る
己
と
が
許
さ
れ
る
と
す
る
た
ら
ば
、
そ
れ
は

商
業
資
本
主
義
が
阜
怒
る
商
業
資
本
斗
寸
義
と
し
て
の
性
絡
を
脱
し
は
じ
め
た
と
昔
、
言
ひ
換
へ
れ
ば
商
業
費
本
主
義
が
そ
の
一
支
配
力

を
工
業
に
も
及
ぼ
し
は
じ
め
た
と
き
で
泣
け
れ
ば
危
ら
な
い
。

セ
ー
に
よ
れ
ば
十
三
世
記
が
己
の
時
期
に
該
常
す
る
と
考
へ
ら
れ

る
。
し
か
し
左
が
ら
マ
と
で
問
題
と
な
る
の
は
依
然
と
し
て
特
に
商
業
資
本
主
義
で
あ
り
、
殆
ん
N

と
も
つ
ば
ら
そ
れ
の
み
で
あ
る

が
、
し
か
し
そ
れ
は
工
業
所
動
を
支
配
し
は
じ
め
る
と
こ
ろ
の
商
業
資
本
主
義
で
あ
る
ロ
』
『
の
ち
に
分
る
や
ろ
忙
、
そ
れ
は
未
だ
微

々
た
る
端
初
に
過
ぎ
友
い
。
』
し
た
が
っ
て
現
代
的
意
義
に
長
け
る
『
資
本
主
義
組
織
の
勝
利
は
、
十
九
防
相
よ
り
以
前
の
己
と
で

ア
ン
シ
ア
ン
・
レ
♂

1
ム
の
瞬
済
段
階

第
五
十
七
番

告再
ア守

貌

-tz 
五

五
六
九

旬、

Regime 
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ア
シ
シ
ア
ン
・

ν
♂
1
ム
白
紐
潤
段
階

第
五
十
七
巻

七
六

わ
れ
/
¥
は
早
〈
も
此
底

五
七
。
J

は
た
く
、
じ
か
も
殆
ん
ど
到
る
庭
江
沿
い
て
十
九
世
相
後
半
よ
り
も
前
の
己

k
で
は
た
い
の
で
あ
る
。
』

に
告
い
て
、
ア
ン
ロ
・
オ

1
ぜ
と
は
全
く
臭
っ
た
セ

1
の
見
解
の
一
端
忙
鏑
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
現
代
的
意
義
で
の
費
本
主
義
、
そ

第
六
斡

れ
は
オ
l
ゼ
の
理
解
し
た
資
本
主
義
で
あ
り
、
セ
ー
の
言
葉
で
い
へ
ば
工
業
資
本
主
義

(
0
4
E
-
E
1
5
E
E
E
H
)
と
呼
ぽ
る
べ
き
も

白
で
あ
る
が
、
か
ふ
る
意
味
で
の
資
本
主
義
の
時
代
が
す
で
に
ア
ン
シ

7
V
7
レ
ジ
ー
ム
に
始
ま
る
王
考
へ
る
オ

1
ぜ
白
見
解
は
、

セ
ー
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
商
業
資
本
主
義
の
時
代
あ
る
ひ
は
商
業
費
本
主
義
白
支
配

セ
ー
に
よ
れ
ぽ
謬
り
で
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

力
が
工
業
に
及
ぶ
時
代
と
し
て
理
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
Q

と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
如
何
た
る
根
協
か
ら
さ
う
言
は

れ
る
の
で
あ
ら
う
か
。

と
の
己
と
が
突
D
問
題
で
あ
る
。

ト
ヤ
九
世
紀
あ
る
ひ
は
そ
白
後
半
よ
り
も
以
前
に
赴
い
て
は
、
工
業
資
本
主
義
の
成
立
に
つ
い
て
語
り
得
た
い
と
考
へ
る
7

y
リ
・

セ
1
白
見
解
が
、
も
し
も
成
立
じ
得
る
と
す
る
左
ら
ぽ
、
さ
き
に
オ

1
ゼ
が
皐
げ
て
ゐ
る
機
械
主
義
の
愛
達
、
資
本
白
集
中
、
委
本

と
弊
働
と
の
劃
立
左

E
D
事
寅
は
セ
ー
は
よ
っ
て
否
定
さ
れ
在
け
れ
ば
注
ら
注
い
で
あ
ら
う
。
セ
ー
は
金
棋
と
し
て
白
オ
1
ゼ
の
所

「オ

1
ぜ
氏
は
奇
本
主
義
が
最
近
の
現
象
で
は
在
い
己
と
を
一
部
さ
う
と
し
て
、
少
し

設
に
閲
し
て
、
安
白
や
ろ
左
批
評
を
輿
へ
る
。

〈
誇
張
に
失
し
て
ゐ
る
。
と
の
己
と
は
氏
が
工
業
・
資
本
主
義
は
す
で
に
十
六
世
相
に
沿
い
て
大
き
た
役
割
を
果
し
た
と
い
ム
己
と
を

η
 

明
か
に
せ
ん
と
し
た
揚
合
に
告
い
て
さ
う
で
あ
る
。
』
ピ
ー
に
よ
れ
ば
十
六
世
紀
以
後
、
工
業
の
稜
展
が
見
ら
れ
る
己
と
は
事
貸
で

あ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
は
商
業
的
形
態
白
下
に
沿
い
て
裂
展
し
た
も
白
陀
過
ぎ
な
い
。
『
事
賀
、
己
の
時
期
(
十
六
世
嗣
引
用
若
)
に

長
け
る
分
業
島
土
び
機
械
主
義
の
重
要
性
を
過
大
腕
し
て
は
た
ら
な
い
。
そ
己
で
問
題
と
た
る
も
の
は
極
め
て
幼
稚
た
機
構
主
義
で

あ
り
、
分
業
は
若
干
の
製
誼
業
に
告
い
て
現
は
れ
る
に
過
ぎ
友
い
円
。
』
機
械
の
致
建
に
つ
い
て
語
り
得
一
泣
い
ば
か
り
で
な
〈
「
工
業

の
集
中
忙
関
し
て
は
、

E
の
時
期
に
は
そ
れ
は
全
〈
存
在
し
た
い
。
到
る
庭
に
訟
い
て
支
配
的
で
あ
り
而
も
将
来
訟
が
く
支
配
し
綾

Histoire econo四 iquede la France. Le inoyen age et l'ancien rég~~e 
H. See; l'白 0"伊nesdu capifalisme moderne. p. 6. め Ibid.，p-7 
1-1. See; I..evo!uhon commerCiale et industrieJle de la France sons ]'Ancien 
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け
る
も
の
は
小
工
業
の
制
度
で
あ
る
。
』

十
六
世
相
に
島
い
て
は
以
上
白
ゃ
う
で
あ
る
が
、
ア

Y

シ
ア
ン
・
レ
ジ
ー
ム
の
末
期
す
た

は
も
十
八
世
相
の
後
牢
に
沿
い
て
は
、
己
の
扶
態
は
い
か
に
愛
化
し
た
で
あ
ら
う
か
。

『
大
工
業
.
工
業
集
中
の
前
芽
、
あ
る
ひ
は

叉
の
ち
に
も
在
っ
て
震
の
革
命
を
途
行
す
る
に
至
る
機
械
主
義
白
起
源
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
把
へ
る
一
と
と
は
山
川
来
る
。
し
か
し
依
然

モ
れ
は
端
初
で
し
か
あ
り
得
泣
い
。
』

E
の
時
期
比
沿
い
て
後
明
白
奨
励
が
行
は
れ
、
新
し
い
考
案
が
盛
ん
に
試
み
ら
れ
た
と
ん
」
は

事
資
で
あ
る
が
、
し
か
し
結
局
E
れ
ら
の
新
機
械
と
て
も
若
干
の
織
物
業
に
沿
い
て
賓
現
さ
れ
た
機
械
的
道
具

(E岳
吉
田

'S同
F)
で

あ
っ
て
、
従
来
の
小
工
業
ほ
モ
の
ま
弘
首
繰
る
性
質
の
も
の
た
る
に
温
ぎ
や
、
国
民
の
目
p
n
E
5
2
8
2
5
2
は
草
命
の
僅
か
敢
年
前

に
長
い
て
始
め
て
イ
ギ
リ
ス
か
ら
輸
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
売
。
機
械
に
つ
い
て
は
、

E

D
や
う
に
端
初
し
か
語
り
得
た
い
と
す
る

『
支
配
的

た
ら
ば
、
機
同
慣
を
使
用
し
泣
い
工
場
制
度
す
た
は
ち
調
は
ゆ
る
7

Z

ユ
フ
ア
ク
チ
ュ
ア
に
つ
い
て
は

E
う
で
あ
ら
う
か
。

た
制
度
は
、
巾
あ
る
ひ
は
小
企
業
D
形
態
で
あ
る
。
大
工
業
は
莫
大
た
資
本
を
必
要
と
す
る
で
あ
ら
う
が
、

H
u
h
は
未
だ
そ
れ
を
所

資
本
は
多
く
の
大
工
業
を
企
闘
し
得
る
陀
ば
依
然
あ
ま
り
に
も
少
額
で
あ
私
。
』

有
し
得
る
に
は
至
ら
な
い
。

大
工
業
は
フ
ラ

y
z
革
命
に
先
立
つ
約
二
十
年
頃
か
ら
失
第
に
現
は
れ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
と
て
も
例
外
的
で
色
り
可
小
工
業
の
寄
せ
波
白
上
比
浮

ん
だ
離
れ
小
島
』
白
ゃ
う
左
存
在
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

機
械
語
よ
び
大
工
業
に
つ
い
て
は
以
上
の
ご
と
く
で
あ
る
が
、
次
巨
費
本
の
集
中
忙
閲

ιて
ほ
ど
ろ
で
あ
ら
ち
か
。
海
上
殻
見
以

来
、
商
業
資
本
の
蓄
積
が
進
み
、
士
た
を
れ
が
生
産
過
程
へ
活
用
さ
れ
始
め
る
己
と
に
つ
い
て
は
問
題
は
た
い
。
し
か
し
、

E
O
E

と
か
ら
資
本
と
弊
働
と
白
分
離
、
び
い
て
は
大
工
業
の
成
立
を
直
ち
に
導
き
出
す
己
主
は
出
来
危
い
。
す
で
陀
述
べ
た
や
ろ
に
、
セ

ー
は
、
十
八
世
担
。
後
宇
陀
沿
い
て
す
ら
も
、
多
く
の
大
工
業
を
建
設
す
る
た
め
の
資
本
は
不
足
で
あ
る
と
と
を
路
言
し
℃
ゐ
る
。

勿
論
、
一
オ
1
ぜ
が
漣
ペ
て
ゐ
る
や
う
左
手
工
業
組
織
の
分
解
に
つ
い
て
は
セ
ー
も
之
を
認
め
て
ゐ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
が
直
ち
に
大

ア
シ
シ
ア
ン
・
レ
ジ
?
ム
の
融
持
段
陪

第
五
十
七
巻

E 
七

第
六
掠

七
七

¥'  

lbid.， P・48.
lhirl.， p. 280 
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ア
Y

シ
ア
シ
・
レ
♂
1
ム
の
経
済
段
階

第
五
十
七
巻

主E

4主

第
六
腕

七
F、

工
業
の
前
提
と
た
る
や
う
仕
分
解
で
あ
っ
た
か

E
う
か
に
闘
し
で
は
、
セ
ー
は
別
個
の
解
符
を
用
意
し
て
ゐ
る
。
と
の
鮪
に
つ
い
て

は
さ
ら
忙
後
込
ず
る
で
あ
ら
う
。

か
〈
白
ご
と
〈
工
揚
制
工
業
は
勿
論
、
集
中
的
マ
-
二
フ

7
ク
チ
a

ア
に
つ
い
て
も
、
そ
の
一
般
的
友
存
在
が
認
め
ら
れ
た
い
と

す
る
左
ら
ば
、
ア
ン
シ
ア
ン
・
レ
ジ
ー
ム
の
時
代
に
た
い
で
す
で
忙
近
代
的
た
資
本
企
労
働
と
白
針
立
が
現
は
れ
る
と
考
へ
る
オ
1

ア
ン
シ
7

y
・
レ
ジ
ー
ム
の
時
代
に
島
い

ぜ
り
見
解
が
、
成
立
し
が
た
い
ら
」
と
と
な
る
の
は
常
然
で
あ
る
。

て
、
種
々
の
紛
争
が
後
生
ず
お
と
と
は
事
賓
で
あ
り
、

言
ム
ま
で
も
泣
く
、

『
十
七
世
紀
に
沿
い
て
親
方
圭
職
人
と
の
附
の
一
紛
争
が
誕
生
し
、
し
か
も
そ

れ
は
ア
・
プ
リ
オ
リ
に
考
へ
ら
れ
る
よ
り
も
、
よ
り
一
居
頻
々
た
る
も
の
で
あ
っ
た
と
と
は
疑
ひ
を
容
れ
た
い
』
の
で
あ
る
が
、
し

そ
れ
以
外
の
も

P
で
は
た
か
っ

か
し
そ
れ
は
此
出
屈
に
漣
べ
ら
れ
て
ゐ
る
や
う
に
飽
く
ま
で
親
方
と
峨
人
と
白
間
四
紛
争
で
あ
っ
て
、

た
と
と
を
記
憶
し
て
ゐ
か
ね
ば
な
ら
左
い
。
だ
か
ら
と
そ
「
そ
れ
ら
は
孤
立
的
た
建
動
で
あ
り
、
未
組
織
の
一
叛
抗
で
あ
っ
て
決
し
て

成
功
の
機
舎
に
は
窓
ま
れ
友
か
つ
わ
』
の
で
あ
る
。

E

D
放
路
は
セ
ー
に
よ
れ
ば
、
十
八
世
紀
に
長
い
て
も
獲
る
占
と
る
が
た
い
。

『
持
働
者
は
依
然
と
し
て
相
謝
的
に
極
め
て
少
数
で
あ
る
。

職
人
と
は
殆
ん

E
同
じ
ゃ
う
た
生
前
を
し
て
ゐ
る
た
め
、

小
工
業
が
常
に
支
配
的
で

そ
れ
ら
の
小
作
業
揚
忙
沿
い
て
、
親
方
ム
」

自
分
ら
が
塗
っ
た
粧
品
官
階
級
に
属
し
て
ゐ
る
と
と
を
自
四
百
し
符
な
か
っ

そ
れ
を
否
定
す
る
と

と
は
間
飛
な
勺
し
か
し
、
モ
れ
を
端
的
忙
近
代
的
亙
且
味
で
の
資
本
と
勢
働
と
の
封
立
で
あ
る
と
考
へ
る
己
と
も
ま
た
謬
り
で
な

け
れ
ば
友
ら
た
い
。
そ
の
前
に
、
ァ
ン
シ
ア
ン
・
レ
ジ
ー
ム
に
長
け
お
資
本
と
拶
働
と
の
在
り
方
が
問
は
れ
ね
ば
た
ら
友
い
か
ら
で

あ
る
。
か
〈
し
て
セ
ー
に
よ
れ
ば
弐
の
や
う
た
結
論
が
奥
へ
ら
れ
る
。
す
た
は
ち
『
賢
際
、

7
ン
シ
ア
ン
・
レ
ジ
ー
ム
の
末
期
忙
た

た
』
か
ら
で
あ
品
。
勿
論
、
十
八
世
組
と
く
に
そ
の
後
宇
に
沿
い
て
罷
業
が
頻
後
す
る
己
ど
は
事
貨
で
あ
b
、

a

い
で
も
未
だ
同
有
白
意
味
に
告
け
る
勢
働
者
問
題
(
官
E
5
P
E
5
2
0
)
は
存
症
し
た
い
。

1
1
土
地
所
有
椿
が
常
に
支
配
的
危
貫
要

lbiil.， P・286.
lbid.J p. 175 
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、予.

牲
を
も
っ
て
ゐ
る
G

農
民
は
最
も
多
数
の
階
級
を
構
成
し
、
彼
等
は
彼
等
A
V

土
地
が
領
主
制
度
か
ら
自
由
に
た
り
、
貴
族
的
士
地
所

有
者
の
支
配
か
ら
解
放
さ
れ
る
と
と
を
要
求
す
る
。
革
命
議
合
を
し
て
民
の
枇
合
革
命
を
街
ぜ
し
め
る
に
至
っ
た
も
の
は
農
民
問
題

(
官
民
自
宅
E
E
O
)
で
あ
ム
。
』

以
上
に
長
い
て
わ
れ
わ
れ
は
7

v
リ
・
オ
ー
ゼ
白
見
解
に
封
す
る
セ

l
の
消
極
的
友
批
判
と
も
言
は
る
べ
き
部
分
を
検
出
す
る
己

エ
」
が
出
来
た
。
+
ー
に
は
遊
ん
で
セ

1
の
積
極
的
た
見
解
の
内
春
を
一
不
さ
た
け
れ
ば
た
ら
左
い
。

T
Y
シ
7

y
・
レ
ジ
ー
ム
忙
支
配
的

、

工
揚
工
梨
そ
も
た
〈
集
中
的
7

-
一
ュ
フ
ア
ク
チ
品

7
で
も
た
い
E

と
す
る
在
ち
ぽ
、
ぞ
れ
は
セ
ー
に
上
っ
て
如
何
た

た
工
業
形
態
が
、

る
も
の
と
し
て
考
へ
ち
れ
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
か
。
問
題
は
も
っ
ば
ら
E
の
黙
に
集
中
さ
れ
る
。
セ
ー
に
土
れ
ば
近
世
資
本
主
義
の
最

初
の
起
源
は
、
す
で
に
遠
〈
中
世
民
会
い
て
ィ
ー
タ
リ

1
、
オ
ラ
V
ダ
を
始
め
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
に
語
い
て
も
現
は
れ
る
。

E

D
と
と

は
オ
1
ぜ
に
よ
っ
て
も
費
し
く
指
摘
さ
れ
た
と
己
ろ
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
は
才
1
ゼ
が
理
解
し
党
意
味
に
長
い
て
資
本
主
義
的

で
-
あ
っ
た
の
で
は
な
い
。
在
ぜ
な
ら
、
そ
と
で
問
題
と
た
る
も
の
は
従
来
の
地
方
的
特
質
を
股
L
た
商
業
資
本
が
澗
立
的
友
手
工
業

者
を
拙
仙
沼
部
面
を
通
じ
て
自
己
の
支
配
下
に
置
く
か
、

歩

あ
る
ひ
は
農
村
家
内
工
業
を
普
及
せ
し
め
る
か
の
敦
れ
か
白
形
態
に
過
ぎ

『
垣
間
の
近
代
的
意
味
に
島
け
る
工
業
資
本
主
義
に
つ
い
て
は
、
決
し
て
中
世
に
は
存
在
し
た
川
』
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
す
で
に

前
述
し
た
や
ろ
友
商
業
的
形
態
の
資
本
主
義
I
C
呼
ば
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
か
〈
の
如
く
沖
世
忙
た
い
て
は
、
工
業

資
本
主
義
で
は
な
く
し
で
、
商
業
め
る
ひ
は
金
融
資
本
主
義
の
そ
れ
も
端
初
が
語
ら
れ
る
に
過
ぎ
た
い
の
で
あ
る
が
、
と
の
商
業
あ

る
ひ
は
金
融
資
本
主
義
は
十
六
世
紀
以
後
、

7
y
V
7
ン
・
レ
ジ
ー
ム
の
金
時
期
を
遇
じ
で
著
し
い
後
展
を
経
験
す
る
。
し
か
し
た

が
ら
、
そ
れ
は
近
世
資
本
主
義
で
は
た
く
、
ま
た
直
ち
に
近
防
費
本
宅
義
t
r
作
b
山
叫
す
む
の
で
も
あ
り
得
た
い
。
そ
れ
は
十
八
世
紀

の
末
に
い
た
っ
て
、
ゃ
う
や
く
近
世
資
本
主
義
へ
の
移
行
を
準
備
す
る
と
い
ふ
意
味
忙
争
い
て
、
近
世
資
本
主
義
の
起
源
を
形
成
す

ア
シ
シ
ア
ン
・
レ

u
t
ム
回
程
調
段
階

停
五
十
七
巻

五
七
=
一

第
六
説

七
ブし

， 
lbid.， p. 360. 
IL See; Les origines du capitalisme moderne. p. 12， el s..tin. 
lbid.， p. 31. 
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ア
シ
シ
ア
シ
・
レ
♂
l

ム
白
組
関
段
階

!¥. 

O 

第
五
十
七
巻

五
台
四

策
大

掛

る
に
過
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ア
ン
シ

7
y
・
レ
ジ
ー
ム
白
経
済
を
特
色
づ
け
る
も
D
は
、
セ
ー
に
よ
れ
ば
正
し
〈

セ
1
の
言
ム
商
業
資
本
主
義
友
る
概
念
は
車
陀
商
業
資
本

商
業
資
本
主
義
で
た
け
れ
ば
た
ら
な
い
。
も
し
さ
う
だ
と
す
る
在
ら
ぽ
、

が
存
在
し
、

護
法
す
る
と
い
ふ
と
と
で
は
た
く
し
て
、
中
世
主
近
世
止
の
聞
に
介
在
す
る
経
済
段
階
を
表
現
す
る
も
白
で
た
け
れ
ば
、

友
b
-泣
い
で
あ
ら
う
。

と
ず
れ
は
・
そ
れ
は

E
Dゃ
う
在
経
済
段
階
で
あ
ら
う
か
。

、

商
業
費
本
小
企
義
が
成
立
す
る
た
め
庄
は
、
ま
づ
商
業
資
本
の
或
程
度
の
稜
展
が
・
泣
け
れ
ば
た
ら
た
し
っ
そ
れ
を
可
能
た
ら
し
め
且

つ
撰
大
し
た
も
の
は
、
言
ふ
ま
で
も
友
〈
十
五
世
和
白
海
上
鷲
見
だ
あ
り
、
と
の
故
に
「
近
肘
資
本
主
義
の
最
も
資
り
多
き
源
泉

は
、
疑
ひ
も
た
〈
海
上
大
渡
見
で
あ
る
』
と
言
は
れ
る
の
で
あ
る
。
海
上
鷲
見
に
基
〈
図
際
貿
易
と
く
に
植
民
地
貿
易
の
顕
著
た
護

展
は
、
新
大
陸
か
ら
釘
貴
金
属
流
入
と
相
倹
っ
て
、
商
業
資
本
白
醒
し
い
仲
展
を
可
能
た
ら
し
め
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
縁
る
近
世

諸
圏
家
闘
の
争
ひ
を
激
化
せ
し
め
る
。
し
か
し
左
が
ら
、
商
業
資
本
が
如
何
に
議
建
し
予
ろ
と
も
、
そ
れ
が
車
に
商
業
資
本
の
護
建

に
と

E
ま
る
限
り
は
、
中
世
以
来
の
枇
曾
は
そ
れ
に
上
っ
て
根
本
的
在
費
化
を
蒙
っ
た
と
言
ふ
と
と
は
出
来
泣
い
で
あ
ら
う
。
い
は

ピ
そ
れ
は
中
世
以
来
の
手
工
業
枇
曾
と
封
建
的
た
農
村
と
の
枠
外
に
沿
い
て
映
曹
誇
っ
た
E
花
忙
す
ぎ
友
い
か
ら
で
あ
る
。
商
業
費

本
が
商
業
資
本
主
義
と
い
ふ
一
の
経
済
段
階
を
形
成
す
る
に
至
る
た
め
陀
は
，
蓄
積
さ
れ
た
商
業
費
木
が
左
ん
ら
か
D
形
で
経
済
構

遣
の
会
憾
に
関
聯
し
、
そ
れ
を
再
編
成
す
る
と
と
ろ
が
た
け
れ
ば
た

b
た
い
。

セ
ー
の
見
解
は
E
の
賠
に
つ
い
て
必
ら
や
し
も
明
確

で
あ
る
と
は
言
へ
守
、
商
業
資
本
の
殻
展
す
た
は
ち
商
業
資
本
主
義
と
考
へ
て
ゐ
る
や
う
佐
個
所
も
散
見
す
る
が
、
彼
の
見
解
を
い

は
ピ
好
意
的
忙
解
樺
す
れ
ば
右
の
ご
と
く
で
注
げ
れ
ば
た
ら
注
い
で
あ
ら
う
。
仁
た
が
っ
て
十
六
世
紐
以
来
雪
は
め
て
念
漣
比
蓄
積

さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
の
商
業
資
本
も
、
そ
の
多
く
が
『
あ
る
ひ
は
脊
修
的
危
問
費
に
浪
費
せ
ら
れ
、
あ
る
ひ
は
土
地
所
有
権
ま
た
は
領

主
催
の
獲
得
忙
役
立
つ
だ
』
陀
と
と
ま
ワ
て
ゐ
た
限
り
で
は
、
厳
密
に
は
商
業
資
本
主
義
忙
つ
い
て
語
る
E
と
は
由
来
訟
い
い
。
モ
れ

17)_ lbid'J p. 49. 
18) lbid.， p_ 94-



が
可
能
左
在
る
花
め
に
は
、
と
れ
ら
の
資
本
が
生
産
的
叩
面
に
も
使
用
さ
れ
る
と
と
が
必
要
で
あ
る
。
と
己
ろ
で
商
業
資
本
の
生
産

的
た
使
用
は
、
い
か
に
し
て
行
は
れ
る
で
あ
ら
う
か
。
セ
ー
に
よ
れ
ば
『
商
業
委
本
主
義
を
し
て
、
そ
の
支
配
を
生
産
白
ト
一
に
及
ぼ

す
と
と
や
一
可
能
な
ら
し
め
た
も
の
は
、
ま
づ
農
村
家
内
工
業
〔
E
a
E
E
o
z
E
E
f
E
E官
。
)
で
あ
る
」
と
説
明
さ
れ
る
。
従
来
川
皐

忙
中
継
的
在
外
岡
貿
易
忙
の
み
従
事
し
て
ゐ
商
人
は
、
草
古
都
市
の
千
十
五
生
産
と
は
別
個
に
・
農
村
に
弘
百
万
で
替
ま
れ
て
ゐ
た

自
家
用
あ
昌
弘
は
地
方
的
危
農
民
副
業
に
着
目
し
、
そ
れ
と
外
国
市
場
と
を
結
び
つ
け
る
と
と
に
よ
っ

r生
産
を
支
配
し
は
巴
め
る

‘ 

の
が
之
で
あ
る
。
か
く
し
て
農
村
工
業
は
大
観
十
五
・
六
世
相
を
超
源
と
し
て
ア
ン
シ
ア
V

・
レ
ジ
ー
ム
γ

の
金
時
期
に
亙
っ
て
底
汎

仰

に
普
及
す
る
。
己
の
や
う
左
農
村
エ
業
白
普
及
と
そ
の
重
要
性
は
、
タ
ル
レ
に
よ
っ
て
始
め
て
明
か
に
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
彼

に
よ
れ
ぽ
農
村
工
業
の
特
徴
は
、
都
市
白
手
工
業
が
直
接
消
費
者
左
目
的
と
す
る
註
文
生
産
主
基
礎
と
し
て
ゐ
た
の
に
謝
し
て
、
農

村
工
業
は
市
揚
E
H的
と
す
る
生
産
で
あ
り
且
つ
農
民
の
副
議
と
し
て
そ
の
家
庭
的
で
行
は
れ
た
賄
に
存
ず
る
。
都
市
の
商
人
は
、

E
れ
ら
白
農
民
に
原
料
あ
る
ひ
は
時
と
し
て
は
生
産
用
具
を
貸
奥
し
、
且
っ
そ
の
製
品
主
蒐
集
す
る
E
と
に
よ
ワ
て
、
都
市
の
手
工

業
、
と
は
異
た
る
新
し
い
生
産
組
織
を
そ
の
下
肥
展
開
し
た
の
で
あ
る
。
と
れ
ら
の
商
人
は
多
く
製
造
業
者

(
F
E
B
Z
)
あ
る
ひ
は
7

-
一
ユ
フ
ア
ク
千
品
市
ヱ
、
と
呼
ば
れ
た
が
、
そ
白
費
質
は
商
人
忙
他
た
ら
た
か
っ
た
乙
と
が
特
に
注
意
さ
れ
ね
ば
た
ら
た
い
。
例
へ
ば

ヨ
ル
ベ
ー
ん
が
創
設
L
殻
展
せ
し
め
た
大
工
業
(
開
z
z
o
Z
E
E
Z
は
、
そ
白
名
稽
か
ら
し
て
ヱ
揚
制
工
業
あ
る
ひ
は
T
-
三
フ
ア

ク
チ
品
才
と
一
般
忙
考
へ
ら
れ
て
ゐ
右
が
、

セ
ー
に
よ
れ
ば
『
と
れ
ら
の
7

z

a

フ
ア
ク
チ
品
ア
を
近
代
的
ヱ
揚
と
想
像
す
る
と
と

ほ
出
来
在
い
』
の
で
あ
り
、
例
外
的
に
集
中
的
工
業
が
存
在
す
る
揚
合
江
沿
い
て
も
ハ
そ
れ
は
庚
汎
左
農
村
家
内
工
業
を
従
属
せ
し

め
て
を
り
、
縫
っ
て
『
工
業
は
依
然
と
し
て
、
多
く
の
揚
合
、
農
村
家
内
工
業
と
し
て
白
性
格
を
帯
び
、
て
ゐ
b
』
か
ら
で
あ
る
。
か

〈
し
て
、
と
れ
ら
の
農
村
工
業
と
く
に
織
物
工
業
が
、
何
千
人
、
何
寓
人
を
持
働
せ
し
め
よ
う
と
も
、
ォ
1
ゼ
が
考
へ
た
や
う
に
、
日
目

ア
シ
シ
ア
シ
・
レ
ジ
ー
ム
申
極
構
段
階

豆
七
五

第
五
十
七
巻

第
六
統

F、

、.

、

lbid.， p. 1.34・/
E.T町 le;L'industrie dans les campagnes en France a la -fin" de l'Ancien 
Regime. 1910. 
lbid目J p. 39 et suiv. E王.See; I.'evolution; p. 136. 22) 2') 
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ア
ン
シ
ア
シ
・
レ
ジ
ー
ム
白
相
商
段
階

第
五
十
七
巻

五
七
六

第
六
鵠

F、

そ
れ
を
も
っ
て
近
世
的
た
工
業
と
見
倣
す
E
と
は
由
来
た
い
し
、
近
代
的
た
資
本
と
勢
働
と
白
封
立
を
其
魔
に
見
出
す
と
と
も
ま
た

謬
り
で
た
け
れ
ば
友
ち
た
い
己
と
主
た
る
。
モ
れ
は
問
屋
制
度
的
危
分
散
的
家
内
エ
業
に
す
ぎ
左
い
か
ら
で
あ
る
。

た
工
業
形
態
ヒ
モ
マ
ニ
ユ
フ
ア
ク
千
ュ
?
と
呼
ば
る
べ
き
も
白
で
あ
る
と
し
て
、

セ
ー
は
か
う
し

マ
ル
ク
ス
流
の
見
解
|
|
オ
1
ぜ
も
之
に
含
ま
れ

5
1
1
1を
否
定
し
て
ゐ
る
が
、

E

D
と
と
は
極
め
て
注
目
す
べ
き
で
あ
る
と
同
時
に
高
く
評
慣
さ
れ
ね
ば
な
ら
た
い
黙
で
あ
ら
う

k
思
は
れ
恥
。
さ
て
、
農
村
工
業
は
十
八
世
紀
に
入
っ
て
さ
ら
に
普
及
し
、
織
物
工
業
と
く
に
麻
布
、
毛
織
物
、
綿
布

ι勿
論
、
新

興
産
業
党
石
木
綿
工
業
で
す
ら
そ
白
大
部
分
が
農
村
家
内
工
業
と
し
て
行
は
れ
る
と
い
ふ
欣
態
で
あ
り
‘
己
れ
ら
の
農
村
工
業
は
低

勢
賃
を
武
器
と
し
組
合
規
則
自
外
に
立
吟
且
つ
都
市
商
人
白
支
持
を
得
て
ゐ
た
た
め
に
極
め
て
有
力
だ
あ
り
、
遂
に
は
十
九
世
杷
の

産
業
革
命
を
訟
行
す
る
陀
至
る
の
で
あ
伊
。

セ
ー
は
右
の
や
ろ
忙
問
屋
制
的
た
農
村
エ
業
を
7

V
シ
ア
ン
・
レ
ジ
ー
ム
白
支
配
的
た
工
業
形
態
と
考
へ
る
白
で
あ
る
が
、
他

方
、
都
市
の
手
工
業
は
農
村
家
内
工
業
空
普
及
に
よ
っ
て

E
D
や
ろ
た
影
響
を
受
け
、
ど
の
や
う
恋
愛
化
を
示
し
た
で
あ
ら
う
か
。

セ
ー
に
止
れ
ぽ
中
世
忙
成
立
し
た
手
ヱ
業
生
産
の
組
織
|
|
地
方
的
市
揚
の
た
め
に
働
者
、
狭
隆
た
統
制
規
則
に
束
縛
さ
れ
、
締
め

て
制
限
さ
れ
た
生
産
し
か
行
は
た
い
!
|
は
、
ア
V

シ
7

y
・
レ
ジ
ー
ム
の
杢
時
期
を
遁
じ
て
支
配
し
額
貯
、
そ
の
最
後
の
二
世
相

陀
は
王
樺
民
主
る
組
合
制
度
強
化
と
相
侠
っ
て
、
却
っ
て
↓
居
強
力
た
も
の
と
た
る
。
し
か
し
組
合
制
度
は
そ
の
裂
展
の
絶
頂
K
達

し
売
と
思
は
れ
る
十
八
世
紹

E
Cて
、
会
過
に
衰
退
し
は
じ
め
ヤ

コ
ル
ベ
ー
ル
時
代
以
後
の
貿
易
の
著
し
い
護
展
と
農
村
ヱ
業

の
普
及
と
は
、
都
市
手
工
業
。
狭
い
組
合
制
度
を
遥
か
に
凌
駕
し
た
か
ら
で
あ
る
。
手
工
業
組
合
は
農
村
工
業
し
た
が
っ
て
ま
た
そ

れ
を
支
配
す
Z
商
人
に
到
し
て
不
断
の
反
抗
を
試
み
る
が
、
他
方
、
愛
化
は
手
正
業
組
合
自
憾
の
内
部
に
長
い
て
も
進
行
す
る
。
ず

な
は
ち
従
来
む
デ
モ
ク
ラ
テ
イ
ク
た
組
合
制
度
は
分
解
し
て
、
そ
の
支
配
椿
は
少
数
の
商
人
貴
族
あ
る
ひ
は
親
方
衆
商
人
に
よ
っ
て

lbid.， 'p. I27. Origines i p. 14向なほ Koulischer白優れた勢作L'industrie
au玄 XVlIIeet XVIIIe siecles (Annales d'histoire economique et sociale 
1931， No. 9.) を見よ。
S白 j Vevolutioc.，.p. 274. et suiv. lbid.， P 366. '5) 

23) 

24) 



、

掌
握
せ
ら
れ
、
そ
の
他
の
組
合
長
は
究
第
に
滴
立
性
を
喪
つ
で
前
者
に
よ
っ
て
問
屋
制
度
的
に
支
配
さ
れ

h
o
し
た
が
っ
て
都
市
白

手
工
業
も
ま
た
筒
人
比
よ
っ
て
再
組
織
さ
れ
る

b
け
で
あ
る
。

E
の
己
と
は
既
に
見
た
や
う
に
7

y

p
・オ
1
ゼ
に
よ
っ
て
も
確
認

さ
れ
た
と
と
る
で
あ
り
、
明
オ
シ
の
絹
綿
業
に
つ
い
て
伎
が
示
し
て
ゐ
る
迅
り
で
あ
る
。
と
れ
に
よ
っ
で
親
方
策
曲
目
働
者
の
地
位
は

吠
第
忙
悪
化
し
て
賃
銀
務
働
者
に
接
近
し
、

『
方
、
資
本
の
集
中
が
進
行
す
る
と
と
は
事
賓
で
あ
る
が
、
し
か
し
ヱ
業
の
集
中
を
そ

れ
か
ち
が
論
し
得
た
い

E
と
は
、
す
で
に
セ
ー
が
屡
々
漣
ベ
て
ゐ
る
と
と
ろ
で
あ
り
、
も
は
や
説
明
主
要
し
た
い
で
あ
ら
う
o-

四

車忠

以
上
に
む
い
て
わ
れ
わ
れ
は
ア

y
シ
ア
V

・
レ
ク

1
ん
の
経
済
段
階
に
闘
す
る
オ

I
ぜ
と
セ

1
D
見
解
を
検
出
す
る
己
と
が
出
来

括

た
。
ォ

1
ぜ
に
よ
れ
ぽ
、
壬
れ
は
資
本
主
義
そ
の
も
白
と
し
て
理
解
せ
ら
れ
F

機
械
の
導
入
、
資
本
の
集
中
、
持
働
と
資
本
の
封
立

工
業
あ
る
払
は
進
ん
で
機
械
制
工
場
工
業
と
考
へ
る
己
と
に
よ
っ
て
、

が
す
で
に
見
ら
れ
る
と
設
か
れ
る
。
工
業
形
態
忙
邸
し
て
言
ふ
た
ら
ば
オ

l
ぜ
は
ア
ン
シ
ア
ン
・
心
v

ジ
I
ム
白
工
業
形
態
を
集
中
的

T
Y
V
7
y
・
レ
タ
ー
ム
と
近
代
と
の
連
続
性
を
主
張
す

る
。
し
た
が
G
て
重
商
主
義
は
、

t
l
eセ
に
た
い
て
は
、
か
h
A

る
資
本
主
義
を
フ
ラ
Y

R
に
移
植
し
護
展
せ
し
め
る
た
め
の
一
一
切
の

方
策
と
し
て
理
解
せ
ら
れ
、

f
で
に
一
ヨ
ル
ベ
ー
ル
以
前
か
ら
存
在
し
十
九
世
相
に
骨
い
て
完
成
さ
れ
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。

セ
ー
は
、
乙
れ
に
劃
し
て
全
く
反
封
の
見
解
を
次
の
や
う
に
表
明
す
る
。
士
づ
機
械
の
導
入
は
T
Y
V
ア
ン
・
レ
ジ
ー
ム
に
語
い

て
殆
ん

E
問
顕
と
友
り
得
な
い
。
た
と
び
機
械
の
導
入
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
分
散
的
在
家
内
工
業
に
そ
D
ま
i
A

使
用
さ
れ

得
る
や
う
危
機
械
化
す
ぎ
や
、
し
た
が
っ
で
近
代
的
ヱ
揚
工
業
に
使
用
さ
れ
る
や
ろ
社
機
柑
が
ア
ン
シ
ア

y
・
V

ジ
1
ム
に
存
在
し

ア
シ
シ
ア
ン
・
レ
ジ
ー
ム
白
艇
桝
段
階

第
五
十
七
巻

使
用
さ
れ
た
と
考
へ
る
こ
と
は
出
来
泣
い
。
資
本
の
集
中
に
つ
い
て
は
、
十
六
世
紀
以
来
商
業
資
本
O
顕
著
註
集
中
が
見
ら
れ
る
こ

F、

五
七
七

第
六
抗

lbu;l.， p・309et suin 26) 
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nr 
掲前
。
るゐ
叫
て2レ融承あ己

'
h

貼

凶

白
叫
ー
し

と

3
P

ル
白
政
策
に
つ
い
て
「
そ
れ
は
向
来
得
る
か
ぎ
り
多
く
の
金
銀
を
王
圏
内
に
引
雪
寄
せ
、
且
つ
王
貨
が
フ
ラ
ン
ス
外
へ
流
出
す
る
こ
寸
リ
叫

ト
ド
白
川

止
を
妨
げ
る
た
め
白
も
白
で
あ
っ
わ
』
と
述
べ
、
士
た
王
椿
白
重
商
主
義
政
策
は
『
外
園
依
存
を
無
〈
L
、
園
内
生
産
を
保
護

L
、
日
-
同
町

~
タ

n
u
e

主
悶
内
で
製
治
さ
れ
た
物
品
を
輸
出
せ
ゐ
と
努
め
る
己
と
に
よ
っ
亡
、
貸
静
且
r
bゆ
朴
や
レ
1
V
か
じ
し
「
わ
や
わ
か
町
(
傍
樹
|
引
用
者
)
』
十
パ
ル

し

7

'

同
記

と
述
べ
で
ゐ
る
騎
よ
り
見
る
友
ら
ば
、
彼
が
責
商
主
義
を
商
業
資
本
主
義
的
概
騎
か
ら
理
解
し
て
ゐ
る
と
考
へ
て
差
支
へ
た
い
で
あ
夕
日
&

令
官
っ
。
し
か
も
セ

1
は
重
商
主
義
は
単
に
個
人
的
利
岱
を
目
的
と
し
究
白
で
は
友
く
し
て
、
重
商
主
義
に
よ
る
貨
幣
の
豊
富
は
貨
に

第
王
十
七
巻

五
七
八

第
プて

腕

^ 
四

r 

ア
ン
シ
ア
ン
・
F

レ
ジ
ー
ム
円
相
持
段
階

と
は
事
責
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
直
ち
に
生
産
姐
程
へ
移
行
し
た
と
見
る
こ
と
は
出
来
中
、
む
し
る
ア
ン
シ
ア
ン
・
レ

9
1
ム
に
長
い

て
新
じ
い
工
業
を
建
設
す
る
た
め
白
資
本
は
一
般
忙
不
足
勝
ち
で
あ
っ
た
と
考
へ
ら
れ
"
が
。
商
業
に
よ
っ
て
蓄
積
さ
れ
た
資
本
が
工

業
生
産
比
向
ム
揚
合
、
そ
れ
は
一
般
に
農
民
持
働
を
封
象
と
し
た
農
村
家
内
工
業
白
形
態
を
採
っ
た
が
た
め
に
、
集
中
的
ヱ
業
の
存

在
は
認
め
ら
れ
な
い
し
、
認
め
ら
れ
る
と
し
て
も
例
外
的
で
し
か
あ
り
得
た
い
。
商
業
の
E
の
や
う
た
生
産
過
程
へ
の
進
出
と
と
も

に
都
市
D
手
工
業
組
合
は
分
解
し
、
農
村
に
告
い
て
も
賃
業
者
が
殻
生
し
、
貧
富
の
懸
隔
は
一
一
股
そ
れ
に
よ
っ
て
増
大
す
る
け
れ
ど

セF
l
は
と
の
や
う
に
オ

1
ゼ
と
は
全

〈
封
立
的
社
立
揚
か
ら
ア
ン
シ
7
y
・
レ
ジ
ー
ム
白
経
済
構
造
を
明
か
に
し
つ

ht
結
局
そ
れ
を
工
業
資
本
主
義
で
は
た
〈
し
て
商

も
、
し
か
し
そ
れ
を
以
っ
て
近
代
的
最
資
木
と
持
働
と
の
劉
立
と
考
へ
る
と
と
は
向
来
た
い
。

業
資
本
主
義
で
あ
る
と
考
へ
る
。
工
業
形
恕
に
つ
い
て
言
へ
ば
、
謂
は
ゆ
る
7

-
一
ュ
フ
ア
ク
チ
ュ

7
説
白
誤
謬
を
指
摘
し
つ
弘
、
澗

屋
制
度
の
支
配
下
に
あ
る
分
散
的
家
内
工
業
が
営
時
白
支
配
的
た
工
業
形
態
で
あ
る
と
述
べ
、
設
時
に
h
M

い
て
7

一
二
フ

7
ク
チ
ュ

7

D
名
の
下
陀
呼
ば
れ
た
も
D
は
、
己
の
形
践
の
工
業
に
他
た
ら
友
い
と
考
へ
る
。
重
商
主
義
が
育
成
し
奨
励
し
た
工
業
も
、
か
ミ

る
形
態
以
外
の
も
白
で
た
く
、
し
た
が
っ
て
重
商
主
義
を
近
世
資
本
主
義
D
趨
鮪
に
置
く
考
へ
方
は
、
セ
ー
の
見
解
を
貫
く
か
ぎ

h
、
承
認
さ
れ
得
た
い
も
の
と
た
る
で
あ
ら
う
。
セ
ー
は
こ
白
と
と
を
特
に
問
題
と
し
て
は
ゐ
友
い
が
、
し
か
し
例
へ
ば
コ
ル
ベ

1

1) 
2) 
3) 



戸

『
園
家
構
力
の
本
質
的
保
枠
』
と
し
て
考
へ
ら
れ
て
ゐ
た
己
と
を
指
摘
し
て
そ
の
存
在
理
由
を
承
認
し
て
ゐ
る
が
、
と
の
献
は
恰
か

も
ク

1
H
ツ
シ
ヤ
ー
が
貫
商
主
義
主
営
時
の
不
断
の
戦
争
欣
態
と
そ
れ
に
よ
る
図
防
の
必
要
性
に
蹄
し
て
ゐ
る
E

L

U

と
共
に
現
代
白

重
商
主
義
僻
四
悼
む
上
K
沿
い
て
柱
目
す
ベ
豊
騎
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。

¥
 

か
く
し
て
、

b
れ
わ
れ
は
全
く
相
針
立
す
る
雨
つ
い
W

見
解
の
前
に
立
た
さ
れ
る
プ
ア
ン
シ
ア
ン
・
レ
ジ
ー
ム
は
オ

1
ゼ
の
一
昌
ふ
十

う
に
紅
世
に
首
援
に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
ら
う
か
、
そ
れ
と
も
セ

1
の
考
へ
る
や
ろ
に
近
世
と
中
世
と
を
媒
介
す
る
澗
肖
の
経
禍
時

代
で
あ
ら
う
か
。
と
れ
に
劉
し
て
性
急
た
結
論
を
輿
へ
る
と
と
を
酌
れ
わ
れ
は
慎
ま
託
け
れ
ば
危
ら
註
い
が
、
憶
ふ
忙
と
の
己
と
は

単
に
賓
設
の
問
題
た
る
に
と
ど
ま
ら
や
歴
史
僻
樺
の
問
題
で
も
あ
ら
う
と
考
へ
ら
れ
る
。
ア
V

リ
・
セ

1
の
見
解
は
、
現
代
経
済
史

庫
十
界
の
最
高
水
準
と
言
は
れ
る
前
記
の
ク
ー
リ
ツ
シ
ヤ
ー
に
よ
っ
て
殆
ん
吉
そ
の
士
L
承
認
さ
れ
て
ゐ
る
と
己
ろ
よ
り
す
れ
ば
、
賞

詮
的
に
も
正
し
い
も
の
と
考
へ
て
よ
い
正
思
は
れ
呂
が
、
さ
ら
一
に
ア
ン
シ
ア
ン
・
レ
ジ
ー
ム
以
後
の
フ
ラ
ン
ス
経
済
の
特
殊
左
稜
展

形
式
ー
ー
ー
す
た
は
ち
産
業
革
命
が
イ
ギ
リ
ス
上
り
語
れ
た
E
と
、
ま
た
そ
れ
が
完
全
に
は
途
行
さ
れ
た
か
っ
た
と
と
、
金
利
生
活
者

の
増
大
、
少
土
地
所
有
農
民
の
残
存
の
み
た
ら
十
そ
の
増
大
等
々
ー
ー
に
鑑
み
る
た
ら
ぽ
、
ア
ン
シ
ア
ン
・

v
ジ
1
ム
に
沿
い
て
既

‘k 

0
 
2
 

K
資
本
主
義
の
時
代
が
開
始
す
る
〉
考
〈
る
E
と
は
、
恐
ら
く
庇
し
く
た
い
と
一
吉
は
れ
紅
け
れ
ば
た
ち
た
い
で
あ
ら
う
。
か
く
し
て

p

従
来
、
端
的
に
近
代
に
嵐
す
る
も
の
と
し
て
考
へ
ら
れ
、
一
百
は
ピ
近
代
史
の
泣
か
に
割
抽
出
せ
し
め
ら
れ
て
ゐ
た
貫
商
主
義
を
新
し
く
凶I
 

h
 

叫O
 
K
 

郡
江
捌
す
る
と
と
が
可
能
と
た
Z
と
ム
一
も
に
、
近
代
現
論
由
側
か
ら
不
首
に
誤
謬
蹴
さ
れ
て
ゐ
た
貫
商
士
J
4

義
思
想
を
正
し
く
評
慣
す
る

詮
が
開
か
れ
る
と
言
ひ
得
る
の
で
は
た
い
で
島
ら
う
か
。

し
か
し
た
が
ら
、
先
企
ひ
セ
ー
の
一
見
解
を
承
認
す
る
と
し
て
も
、
問
題
は
た
ほ
残
る
で
、
あ
ら
う
。

モ
の
若
干
を
漣
ベ
て
沿
く
た
ら

ば
、
ま
づ
第
一
は
セ

1
の
商
業
資
本
主
義
た
る
概
念
に
つ
い
て
で
あ
る
。
ア
ン
シ
ア

y
-
レ
ジ

l

A
を
一
の
経
済
段
階
と
し
て
把
へ

4】

ア
ン
シ
ア
シ
・
レ
ジ
ー
ム
白
担
済
段
階

葬
五
十
七
巻

五
七
丸

第
六
鱗

F、
五



ア
ン
シ
ア
ン
・
レ
♂
I
ム
白
調
祷
段
階

第
丑
十
七
巻

第
六
擁

八
六

る
か
ぎ
り
、
商
業
資
本
主
義
た
る
概
念
は
草
陀
外
園
貿
易
の
顕
著
な
裂
民
と
か
経
済
生
活
の
動
産
化
と
か
白
み
を
意
味
す
る
に
と

E

王

A
O

ま
ら
宇
、
一
中
世
の
経
済
構
治
L
L

は
異
た
る
新
し
い
経
済
構
治
主
意
味
し
た
け
れ
ば
な
ら
在
い

E
と
は
営
然
で
あ
る
。
乙
白
鞘
に
つ
い

て
ず
で
に
蓮
ペ
た
や
う
に
セ

1

D
見
解
は
必
ら
や
し
も
明
確
と
は
言
へ
在
い
も
の
を
曲
潤
し
て
ゐ
る
。
そ
し
て
、
も
し
も
商
業
資
本
主

義
・
在
る
語
が
、
主
と
し
て
貿
易
商
人
に
よ
っ
で
率
ゐ
ら
れ
る
問
屋
制
家
内
ヱ
業
を
中
心
と
し
て
形
成
せ
ら
れ
る
経
済
段
階
を
意
味
す

る
も
の
で
あ
る
と
す
る
恋
ら
ば
、
今
度
は
な
ぜ
そ
れ
を
特
に
商
業
資
本
主
義
と
呼
ば
注
げ
れ
ば
た
ら
-
な
い
か
、
例
へ
ば
そ
れ
を
問
屋

制
家
内
工
業
白
時
代
と
呼
ぶ
と
と
は
出
来
た
い
の
で
あ
ら
う
か
、
一
と
い
ふ
疑
問
が
生
巴
て
く
る
で
あ
ら
う
。
第
三
の
問
題
位
、
ア
ン

シ
ア
y
・
ジ
レ

1
A
D
時
代
に
一
般
化
ず
る
工
業
は
、

セ
ー
に
よ
り
主
と
し
て
農
村
に
ゐ
け
る
分
散
的
在
家
内
工
業
で
あ
っ
た
E
と

が
明
位
さ
れ
た
の
で
あ
る
7

が
、
突
に
は
そ
れ
ら
の
農
村
工
業
が
杢
雇
と
し
て
白
フ
ラ
ン
ス
農
業
り
た
か
へ

E
白
や
う
に
し
て
組
入
れ

ら
れ
た
か
、
そ
れ
忙
よ
円
J

て
中
世
以
来
D
農
業
構
造
が
い
か
た
る
嬰
化
を
蒙
っ
た
か
、
が
問
題
と
在
る
u

E
の
黙
を
明
か
に
し
た
く

て
は
ア

V
L
V
ア
y

・レ

0

1
ム
の
経
桝
段
階
を
金
暢
と
し
て
論
十
る
と
と
は
向
来
在
い
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
詳
し
〈
言
内
ば
、
セ

ー
は
ア
Y

シ
ア
ン
・
レ
ジ
ー
ム
の
末
期
k
b
い
て
少
数
白
工
業
が
エ
揚
制
を
採
る
に
至
る
事
貨
を
鼎
げ
つ
i
h

、
そ
の
原
因
を
皐
に
技

術
的
た
必
要
に
基
〈
も
白
と
考
へ
、
機
械
四
輪
入
に
よ
っ
て
直
ち
に
工
場
制
工
業
が
一
般
化
レ
た
と
論
巴
て
ゐ
る
杭
、
他
方
に
語
い

て
、
集
中
的
工
業
が
フ
ラ

y
ス
に
島
い
て
は
イ
ギ
リ
ス
よ
り
も
約
半
世
粗
も
遅
れ
た
の
は
土
地
所
有
樺
ケ
農
業
制
度
の
殻
展
が
雨
園

陀
沿
い
て
臭
っ
て
ゐ
た
と
と
忙
基
く
と
説
明
し
、
フ
ラ
U
4
1
の
農
業
史
の
特
色
と
し
て
、
豊
富
左
持
働
力
を
工
業
陀
供
給
し
得
る
や

ろ
友
農
業
革
命
が
進
行

L-恐
か
っ
た
と
と
を
そ
の
理
由
と
し
て
事
げ
て
ゐ
ぁ
。
己
の
う
ち
『
執
れ
の
見
解
が
セ

1
の
見
細
川
と
し
て
合
理

的
で
あ
る
か
は
暫
ら
〈
措
吉
、
も

ι後
の
見
解
が

E
し
い
と
す
る
左
ち
ぽ
ア

V
V
T
V

・
レ
ジ
ー
ム
時
代
の
工
業
は
フ
ラ
ン
ス
の
麗

業
構
造
と
有
機
的
に
つ
在
が
っ
て
ゐ
た
と
考
へ
ね
ば
な
ら
友
い
か
ら
で
あ
る
。
も
し
さ
う
だ
と
す
る
・
な
ら
ば
パ
ア

y
b
V
7
v
・
レ
ク

See j Origines; p. 142， et p. 143 
See; Origin田， p. 178. 
5) 
6) 



ー
ム
の
問
屋
制
工
業
は
直
ち
に
は
集
石
市
拘
工
業
あ
る
ひ
は
機
械
制
工
業
へ
移
行
し
得
な
い
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
と
言
は
ず
る
.
へ
昔

で
は
な
い
で
あ
ら
う
か
。
か
く
し
て
資
本
主
義
の
成
立
と
そ
れ
以
前
と
の
閉
に
は
、
例
へ
ば
セ

1
自
身
が
近
代
金
業
家
の
生
ひ
立
ち

に
つ
い
て
、
ま
た
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
エ

1
パ
ー
が
資
本
主
義
D
精
神
に
つ
い
て
明
か
に
し
て
ゐ
る
や
う
に
、
容
易
肥
は
打
ち
越
え
難
い

断
絶
が
そ
の
聞
に
存
す
る
の
で
は
一
な
い
で
あ
ら
う
か
。
セ

l

D
見
解
を
繰
っ
て
、
わ
た
し
は
以
上
の
や
う
友
疑
問
を
禁
じ
得
た
い
。

E
れ
ら
の
問
題
の
う
ち
、
わ
た
し
は
7
y
シ
7
y
・
レ
ジ

L
ム
に
訟
け
る
農
業
構
造
を
明
忙
し
、
そ
れ
と
重
商
主
義
時
代
田
工
業
と

白
闘
聯
を
問
題
に
し
、
か
く
し
て
金
憶
と
し
て
ア
V

シ
ア
V

・
v
g
1
ム
の
経
済
構
諮
を
明
に
す
る
E
と
た
く
し
て
は
、
モ
の
経
桝

段
階
に
つ
い
て
決
定
的
た
解
答
を
典
へ
且
つ
重
商
主
義
の
本
質
を
究
明
す
る
己
と
は
由
来
が
た
い
と
考
へ
る
。
し
た
が
っ
て
、

E
の

己
と
が
私
〆
の
突
の
課
題
と
た
る
。

アシ
uv

ア
ン
・
レ
ジ
E

ム
田
植
済
段
階

瞳

F
E
十
七
巻

E
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